
（事業者・教育機関・船員の皆様へのお知らせ）

改正された国際条約に対応するため、

船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則を改正し、船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則を改正し、

平成２６年４月１日より新しい制度が導入されます。

平成２６年３月

国土交通省海事局海技課



海技免状の限定事項・更新要件が追加されました

１．海技士（航海）の方の海技免状には、原則として、能力限定（以下「非
ＥＣＤＩＳ限定」という。）が付与されます。

限定を解除するには、「登録ＥＣＤＩＳ講習」修了証明書が必要。

２．海技免状を更新する際の更新要件については、従来の

・海技免状有効期間内（５年間）における１年以上の乗船履歴が

主な変更点

・海技免状有効期間内（５年間）における１年以上の乗船履歴が

あること

・海技免状更新講習の受講（または、同等業務認定を受けること）

これらの他、以下の場合でも更新が可能となります。

・更新を申請する日以前の６月以内における合計３月以上の

乗船履歴があること



画面上に電子海図、AIS(船舶自動識別装置）、ARPA（自動衝突予防援助装置）、レーダー等の情報
や、船位、方位、船速などの航海情報を表示し、操船者を支援するシステムである。
航路計画の作成並びに航路の監視などを行うことが可能。

（補足）電子海図情報表示装置（ＥＣＤＩＳ）とは

電子海図情報表示装置（Electronic Chart Display and Information System(ECDIS）)とは

JRC JAN-901B

FURUNO FMD-3000

※画像は各社ホームページ等より抜粋



海技免状の取扱いについて（１）

○発給時の条件により、海技免状が二種類（黄色の免状と緑色の免状）のいずれかに分かれて
交付されます。

○ＥＣＤＩＳ搭載船舶に乗組むことが出来るか否かは、免状の色が黄色か緑色かで判断すること
になります。（非ＥＣＤＩＳ限定表記の有無は関係ありません。）
黄色の海技免状は、ECDIS搭載船に乗組むことができますが、緑色の海技免状は、ECDIS
搭載船に乗組むことはできません。

平成26年4月1日から平成28年12月31日まで

非ECDIS限定が付されない方

非ECDIS限定が付される方のうち、

平成26年4月1日以降に海技免許を取得する方又は
進級取得する方（※2）
（※2）進級取得時における「乗船履歴」について平成25年7

月1日以降の乗船履歴のみをもって進級取得する方

非ECDIS限定が付される方のうち、

ECDIS搭載船乗り組み可

ECDIS搭載船乗り組み不可

平成26年4月1日以降に海技免状を更新する方、引
き換える方、進級取得する方（※1）
（※1）進級取得時における「乗船履歴」について平成25年6

月30日以前の乗船履歴が1日以上ある方



海技免状の取扱いについて（２）

○どのような条件であっても黄色の海技免状での交付となります。

○ＥＣＤＩＳ搭載船舶に乗組むことが出来るか否かは、免状の裏書に非ＥＣＤＩＳ限定表記が記載
されているか否かで判断することになります。

平成29年1月1日以降

「Not permitted to serve on a 
ship equipped with ECDIS」ship equipped with ECDIS」

が表記されているか否かで判
断されることになります。



海技免状の引換え・各種申請書様式について

海技免状の引換え申請には、
・海技免状引換え申請書（右書類）
・所有している海技免状

をご用意ください。

※引換え手数料は無料です。
※海技免状の有効期限は変更されません。

海技免状の引換え
 

別記様式(附則第１２条関係) 

 

 海 技 免 状 引 換 え 申 請 書  

 

                                                             年    月   日 

 

 

     海技免状を引き換えたいので、関係書類を添えて申請します。  

 

                           申請者氏名 
              
                           現 住 所 

 

 

 

  １．海技免状の種類  

 

 

  ２．免状番号  

 

 

 ３．出生年月日       
 

 

 ４．本籍（都道府県名）  又は  国籍  

 

 

 ※５．免状交付年月日  ※海技免状の有効期限は変更されません。
※非ECDIS限定解除申請は、

限定解除申請手続きにそって行ってください。

○改正のあった次の①～⑦の各申請書等は、平成26年4月1日以降も旧様式を使用できます。

①海技免許申請書、②履歴限定解除（変更）申請書、③登録事項（海技免状）訂正申請書、④海
技士身体検査証明書、⑤海技免状用写真票、⑥締約国資格受有者身体検査証明書、⑦小型船
舶操縦士身体検査証明書

改正のあった申請書様式について

 ※５．免状交付年月日  

 

     

     ※印欄は記入しないで下さい。  
 
 
 
 
 
 
 



非ＥＣＤＩＳ限定解除の手続きについて

限定解除の方法は以下の2とおりです。

① 海技免許申請書又は海技免許限定解除（変更）申請書＋登録講習機関の修了証明書

② 海技免許申請書又は海技免許限定解除（変更）申請書＋同等課程の修了証明書

※ 同等課程として認められるものは、以下の４機関で行われた「ECDIS訓練」です。

（独）海技教育機構海技大学校、（株）日本海洋科学、NYK SHIPMANAGEMENT PTE 
LTD Training Centre、 “K”LINE Maritime Academy Philippines
※ 限定解除申請書による限定解除の場合の手数料は1,300円です。

第３号様式　（第４条の２関係）

海技免許に係る履歴限定・能力限定について、解除・変更を受けたいので関係書類を添えて申請します。

（注）機械で読み込みますので、枠からはみ出ないよう明瞭に記入して下さい。

海技免許限定解除（変更）申請書

該当する枠内に×印を記入して下さい。

海技免状
の種類

例 ： ジュン →

〒

ＴＥＬ ( )

②
申
請
者
氏
名 現

住
所

漢
字

小文字

区分

カタ
カナ

（注１）氏と名は１マスあけて記入して下さい。

（注２）全てカタカナの大文字で記入し、小文字にあたる文字については、直上の小文字区分欄の枠内に×印を記入して下さい。

（注３）濁点、半濁点は１マスに記入して下さい。
シ ユ ン

①
免状
番号

”０”も含めて記入して下さい。

男 女

③

出
生
年

月
日

④
性
別

該当する枠内に×印

を記入して下さい。

年 月 日

元号又は西暦のどちらかの枠内に

×印を記入して下さい。

年月日が１桁の場合は十の位に"０"を記入して下さい。

（左欄で西暦を選択した場合、年の欄は西暦の下２桁）

平

成

昭

和

大

正

明

治
1900年

　(漢字)都
道
府
県
名

⑤

本

籍

の

⑥
国
籍

その他の国籍はコード

番号を記入して下さい。

該当する枠内に×印

を記入して下さい。

府 県 韓

国

朝

鮮

都 道

〔注意〕

１．履歴限定・能力限定解除・変更手数料は納付書により納付し

てください。

２．※印欄は記入しないで下さい。

３．滅失により返納すべき免状を添付できない者は、その事実を

証明する書類を添付して下さい。

３年以上・特例

３年以上・特例１年以上

航
海

機
関 １年以上 ２年以上

⑦
乗
船
履
歴

航
海

機
関

第３条第１項第３号に
規定する乗船履歴

３月以上

３月以上

総トン数２０トン以上の船舶にお

ける船舶職員履歴

（船長（機関長）又は一等航海士（一等機関

士）として１年以上乗船履歴を有し、かつ、２

年以上の乗船履歴のある場合は、３年以上・

特例に記入して下さい。）

日

⑧
申
請
月

日

月

月日が１桁の場合は十の位に”０”

を記入して下さい。 ※⑨
能力限定
(航海のみ)

月 日

※⑩
免状交
付年月
日

年 有 無

※⑪
免状返
納の有
無

登録講習機関
の修了証明書

又は

①

②

同等課程の
修了証明書

の資格の海技免許を関係書類を添えて申請します。

　　　（注）機械で読み込みますので、枠からはみ出ないよう明瞭に記入して下さい。

海　技　免　許　申　請　書

③
受験
番号

沖縄
北海

道
東北 関東

北陸

信越
中部 近畿 神戸 中国 四国 九州

④試験
地方運
輸局等

該当する枠内に×印を記入して下さい。

一

級

二

級

三

級

四

級

五

級

六

級

一

級

二

級

三

級

四

級

五

級

六

級

一

級

二

級

三

級

一

級

三

級

当

二

級

内

三

級

内

四

級

内

五

級

内

六

級

内

三

級

当

①
資
格
種
別

電
子
通
信

二

級

三

級

四

級

航
海

機
関

通
信

該当する枠内に×印を記入して下さい。

〔注意〕

１．登録免許税は納付書により納付して下さい。
２．※印欄は記入しないで下さい。

３．滅失により返納すべき免状を添付できない者は、そ
の事実を証明する書類を添付して下さい。

一

総
通

二

総
通

一

海
通

二

海
通

三

海
通

一

海
特

日

⑩
無線資格の確認
を希望する場合
は、受有する無線
資格の種類

⑪
申

請
月

日

月

該当する枠内に×印を記入して下さい。

月日が１桁の場合は十の位に”０”

を記入して下さい。

（注）国際航海に従事する海技士（航海）

　　の方のみ記入して下さい。

男 女

⑥
出
生
年
月
日

⑦
性
別

該当する枠内に×印

を記入して下さい。

年 月 日

元号又は西暦のどちらかの枠内に

×印を記入して下さい。

年月日が１桁の場合は十の位に”０”を記入して下さい。

（左欄で西暦を選択した場合、年の欄は西暦の下２桁）

平
成

昭
和

大
正

明
治

1900年

一
級

二
級

三
級

四
級

五
級

一
級

二
級

三
級

四
級

五
級

一

級

二

級

三

級

一

級

(注)

湖川 特殊

（昭和５８年以前の甲・乙・丙種等の資格

であって、更新等を行っていないもの）

現在受有している全ての免許の種類について、該当する枠内に×印を記入して下さい。

平成１５年５月以前の一級小型と二級小型は「一級」と「特殊」に、三級小型と四級小

型は「二級」と「特殊」に、五級小型は「二級１Ｍ」と「特殊」に、湖川は「二小湖川」に×

印を記入して下さい。

六
級

六
級

二

級

通信

三

級

四

級

平成１５年５月以前に小型免

許を受けた方は、（注）を参

考にご記入下さい。

航海 機関

電
子
通
信

小
型 一級

通
信

二
級

内

⑨
現
有
免
許

小型

二級
二級

１Ｍ

旧
免
許

三
級

当

三
級

当

三
級

内

四
級

内

五
級

内

六
級

内

航
海

機
関

例 ： ジュン →

〒

ＴＥＬ ( )

⑤
申
請
者
氏
名 現

住
所

漢
字

小文字

区分

カタ
カナ

（注１）氏と名は１マスあけて記入して下さい。

（注２）全てカタカナの大文字で記入し、小文字にあたる文字については、直上の小文字区分欄の枠内に×印を記入して下さい。

（注３）濁点、半濁点は１マスに記入して下さい。
シ ユ ン

”０”も記入して下さい。

②
試験ID

（注）試験ＩＤが６桁の方は、先頭１マスを空欄とし、右詰で

   記入して下さい。

３年以上・特例

３年以上・特例１年以上

航
海

機
関

１年以上 ２年以上

総トン数２０トン以上の船舶にお
ける船舶職員履歴

（船長（機関長）又は一等航海士（一等機関

士）として１年以上乗船履歴を有し、かつ、２

年以上の乗船履歴のある場合は、３年以上・

特例に記入して下さい。）

⑧
乗
船
履
歴

航
海

機
関

第３条第１項第３号に
規定する乗船履歴

３月以上

３月以上

有

※⑬
能力限定
(航海のみ)

有 有 無

※⑫
履歴限
定

第４条第２項

限定

※⑭
無線従事
者免許証
（写）の添付

※⑯
免状返
納の有
無

月 日

※⑮
免状交
付年月
日

年

又は



海技免状の有効期間の起算日のルールについて

有効期間
満了日６月前

更新申請

１年前

有効期間
満了日

○有効期間満了日１年前～６月よりも前に更新した場合

海技免状の有効期間の起算日のルールが以下のように変更になります。
※小型船舶操縦免許証は現行どおりです。

有効期間
満了日６月前

更新申請

起算日は
有効期間満了日の翌日

１年前

有効期間
満了日

有効期間満了日から５年間（実質の有効期間は５年＋α）

５年

○有効期間満了日より６月前～満了日までに更新した場合

起算日は
更新日

更新した日から５年間



同時更新を行う場合の有効期間起算日について

海技免状・操縦免許証の同時更新（複数の海技免状の場合を含む。）の場合、
有効期間の起算日のルールは以下のようになります。
※同時更新は、申請の際に申請書の所定の欄にチェックを付けてください。

○更新申請する海技免状の中で申請日から有効期間満了
日までの期間が6ヶ月よりも前のものが一つでもある場合

（更新期間が到来していない海技免状がある場合を含
む。）

起算日は更新日

○更新申請する海技免状の中で申請日から有効期間満了
日までの期間が6ヶ月以上のものがない場合

起算日は
有効期間満了日の翌日

海技免状及び操縦免許証の有効期間の起算日が揃うこととなるため、操縦免
許証も上記のルールにより起算日が決まります。
※操縦免許証のみを更新する場合は、従来通りのルールとなります。

※最も早く満了日が到来する免状が基準です。



同時更新を行った場合の事例

○海技免状（更新期間前のもの）と操縦免許証を更新する場合

【参考例】（申請日は平成26年5月1日）

有効期限：平成27年9月1日
有効期限：平成26年10月1日

海技免状、操縦免許証
ともに起算日は

平成26年5月1日

Date of Birth 

資格・限定等

特 定

平成21年08月31日まで有効

免許証交付日 平成17年05月18日

免許登録日 平成16年09月01日

氏 名

Name

本 籍

住 所

特 殊

第 0 2 1 9 0 4 0 0 1 0 6 8 1 号

二 級
若年者 （5ﾄﾝ）

東京都千代田区霞が関２－１－３

設備等

小型船舶操縦免許証
Ｐｅｒｍｉｔ ｏｆ Boat's Ｏｐｅｒａｔｏｒ

国 土 交 通 大 臣
Ｍｉｎｉｓｔｅｒ ｏｆ Ｌａｎｄ，Ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ
ａｎｄ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ Ｊａｐａｎ

○○○
○○○
○ ○

海技 太郎

昭和 63年08月08 日生
: Aug . 08, 1987

東京

Kaigi Taro

若年者限定：平成18年08月07日まで

Date of Birth 

資格・限定等

特 定

平成21年08月31日まで有効

免許証交付日 平成17年05月18日

免許登録日 平成16年09月01日

氏 名

Name

本 籍

住 所

特 殊

第 0 2 1 9 0 4 0 0 1 0 6 8 1 号

二 級
若年者 （5ﾄﾝ）

東京都千代田区霞が関２－１－３

設備等

小型船舶操縦免許証
Ｐｅｒｍｉｔ ｏｆ Boat's Ｏｐｅｒａｔｏｒ

国 土 交 通 大 臣
Ｍｉｎｉｓｔｅｒ ｏｆ Ｌａｎｄ，Ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ
ａｎｄ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ Ｊａｐａｎ

○○○
○○○
○ ○

海技 太郎

昭和 63年08月08 日生
: Aug . 08, 1987

東京

Kaigi Taro

若年者限定：平成18年08月07日まで

○海技免状（有効期限までの期間が6ヶ月以内）と操縦免許証（更新期間前）を更新する場合

海技免状、操縦免許証
ともに起算日は

平成26年8月2日

有効期限：平成27年9月1日
→有効期限までの期間が6ヶ月よりも前

有効期限：平成26年8月1日
→有効期限までの期間が6ヶ月以内

有効期限：平成27年10月1日

Date of Birth 

資格・限定等

特 定

平成21年08月31日まで有効

免許証交付日 平成17年05月18日

免許登録日 平成16年09月01日

氏 名

Name

本 籍

住 所

特 殊

第 0 2 1 9 0 4 0 0 1 0 6 8 1 号

二 級
若年者 （5ﾄﾝ）

東京都千代田区霞が関２－１－３

設備等

小型船舶操縦免許証
Ｐｅｒｍｉｔ ｏｆ Boat's Ｏｐｅｒａｔｏｒ

国 土 交 通 大 臣
Ｍｉｎｉｓｔｅｒ ｏｆ Ｌａｎｄ，Ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ
ａｎｄ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ Ｊａｐａｎ

○○○
○○○
○ ○

海技 太郎

昭和 63年08月08 日生
: Aug . 08, 1987

東京

Kaigi Taro

若年者限定：平成18年08月07日まで

Date of Birth 

資格・限定等

特 定

平成21年08月31日まで有効

免許証交付日 平成17年05月18日

免許登録日 平成16年09月01日

氏 名

Name

本 籍

住 所

特 殊

第 0 2 1 9 0 4 0 0 1 0 6 8 1 号

二 級
若年者 （5ﾄﾝ）

東京都千代田区霞が関２－１－３

設備等

小型船舶操縦免許証
Ｐｅｒｍｉｔ ｏｆ Boat's Ｏｐｅｒａｔｏｒ

国 土 交 通 大 臣
Ｍｉｎｉｓｔｅｒ ｏｆ Ｌａｎｄ，Ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ
ａｎｄ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ Ｊａｐａｎ

○○○
○○○
○ ○

海技 太郎

昭和 63年08月08 日生
: Aug . 08, 1987

東京

Kaigi Taro

若年者限定：平成18年08月07日まで



○視力

第1種 裸眼視力 各眼0.6以上
第2種 各眼0.6以上（矯正視力可）

航海士 各眼0.5以上
機関士 両眼で0.4以上
通信士 各眼0.4以上

変更前 変更後

○色覚 ①機関士、通信士ともに必要になります。

身体適性基準の変更について

海技士の身体検査基準

大型の身体検査基準が以下のとおり変更となります。

1種・2種の
区別なし

○色覚 ①機関士、通信士ともに必要になります。
②全ての海技免状更新時にも必要になります。

小型船舶操縦士の身体検査基準

小型の身体検査基準が以下のとおり変更となります。

○視力

変更前 変更後

各眼0.6以上又は一眼が0.6に満たない
場合でも他眼の視野が左右150度以上
であり、かつ、視力が0.6以上であること。

各眼0.5以上又は一眼が0.5に満たない
場合でも他眼の視野が左右150度以上
であり、かつ、視力が0.5以上であること。



機関士、通信士の方も色覚検査が必要になります

海技士身体検査証明書
（申請者記入）

氏 名（ふりがなをつけること ） 性 別。

（写 真）
男 女

次のような写真を貼り

付けること。更新をし、又は再交付を受けようとする海技免状に係る資格
出 生 年 月 日

又は受けようとする試験の種別

1.縦30mm

横30mm年 月 日 .

※
写
真
の
割
印
は
、
指
定
医
師
の

（ ）身体機能の障害の部位（身体機能の障害がある者の場合のみ記入）2
切断部位は 、障害部位は により図示すること。 ※注意

平成26年3月31日までに身体検査証

機関士、通信士の方で、
平成26年4月1日以降に海技試験の受験申請をされる方、海技免状の更新、失効再交付をされ
る方

→色覚検査が必要になります。

身体検査証明書の色覚の欄に検査結果がないものは認められません。

2.申請日前６月以内撮影

3.無帽、正面上半身現 住 所

（ ）
（指定医師記入）

１．視 力

左 右 両眼裸 眼 視 力

（ （ ） （ ） （ ）矯 正 視 力）

２．色 覚

正 常 パネルＤ－１５（ ・ ） そ の 他（ ）Pass Fail

３．聴 力

５ｍの話声語の弁別 可 不可

４．疾 病

疾病の有無 病名及び程度（疾病のある者の場合のみ記入） 勤務への支障

有 無 有 無

５．身体機能の障害
（ ）身体機能の障害の有無1

身体機能の障害の有無 障 害 の 内 容 及 び 程 度

有 無

握 力 左 ㎏ 右 ㎏（手指に障害のある者の場合のみ記入）

割

印※

の
押
印
と
す
る
。

運動機能（身体機能に障害のある者の場合のみ記入）（ ）3
①関節の屈伸

手指の屈伸 で き る できない
手 の 屈 伸 で き る できない

膝 の 屈 伸 で き る できない

②障害のある関節（関節の屈伸のいずれかができなかった者の場合のみ記入）

手 関 節 肘 関 節 肩 関 節
左 右 左 右 左 右

股 関 節 膝 関 節 足 関 節

左 右 左 右 左 右
③運動機能障害の程度（膝関節の屈伸ができなかった者の場合のみ記入）

一 般 歩 行 で き る できない

低重心歩行 で き る できない

跳 躍 で き る できない

（ ）義手義足（義手又は義足を装着している者の場合のみ記入）4
義手義足を装着している部分を により図示すること。

（受検者の船舶職員としての勤務について指摘すべきことがあれば記入）６．指定医師所見

船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則別表第３の検査項目について 年 月 日検査を行つ

た結果、上記のとおりであることを証明します。

指 定 医 師 の 氏 名

医療機関の名称及び所在地 印

（正面） （背面） （左手） （右手） （左足） （右足）（正面） （背面） （左手） （右手） （左足） （右足）

上腕
義手

前腕
義手

肘義手

手義手
（右腕）

上腕
義手

肘義手

前腕
義手

手義手
（左腕）

肩義手 肩義手
股義足 股義足

大腿義足

膝義足

下腿義足

（右足） （左足）

大腿義足

膝義足

下腿義足

上腕
義手

前腕
義手

肘義手

手義手
（右腕）

上腕
義手

肘義手

前腕
義手

手義手
（左腕）

肩義手 肩義手

上腕
義手

前腕
義手

肘義手

手義手
（右腕）

上腕
義手

肘義手

前腕
義手

手義手
（左腕）

肩義手 肩義手
股義足 股義足

大腿義足

膝義足

下腿義足

（右足） （左足）

大腿義足

膝義足

下腿義足

股義足 股義足

大腿義足

膝義足

下腿義足

（右足） （左足）

大腿義足

膝義足

下腿義足

平成26年3月31日までに身体検査証
明書を作成された方も、平成26年4月
1日以降に海技試験の受験申請をす

る場合、海技免状の更新、失効再交
付をする場合は、色覚検査の結果が
必要になりますので、ご確認ください。

なお、平成26年3月31日までに海技

免状の更新、失効再交付をする場合
は、色覚検査は不要です。



機関士、通信士に係る色覚検査の方法について

① 石原色覚検査表国際版３８表（以下「石原表」という。）により正常か否かを判定。

② 石原表により正常でないと判定された場合は、パネルＤ－１５により合否を判定。

③ ②のパネルＤ－１５で不合格と判定された場合は、「特定船員色識別適性確認表」により、業務上必要
な色の識別が行えるか否かを確認。（海技士（機関）、海技士（通信・電子通信）の身体検査のみ実施）

※海技士（航海）については、従来通り①及び②により実施

フェイル正常で
ない

追加

合 格 不合格

正常
パス

識別可

識別不可



身体検査証明書及び身体検査合格証明書

○身体検査証明書の取扱いは以下のとおり変更されます。

・身体検査証明書の作成者は、船員法の指定医師に限られます。

※指定医師でない医師又は講習機関の検査員が作成した身体検査証明書は認められませ
んのでご注意ください。

※平成26年3月31日以前に作成された身体検査証明書は、指定医師が作成したものでなく
ても従来通り使用できます。

※船員法の指定医師一覧：http://www.mlit.go.jp/maritime/maritime_fr4_000009.html

身体検査証明書

身体検査合格証明書

○身体検査合格証明書の取扱いは以下のとおり変更されます。

身体検査第一種合格証明書（1年有効）
身体検査第二種合格証明書（3ヶ月有効）

海技士身体検査合格証明書（1年有効）

※平成26年3月31日以前に合格証明書を交付された方
従前通り身体検査第一種合格証明書は1年、身体検査第二種合格証明書は3ヶ月有効となります。

※平成26年3月31日以前に身体検査を受け、平成26年4月1日以降に合格証明書の交付を受けようと
する方

海技士身体検査合格証明書が交付されます。ただし、第二種合格の方は、身体検査を受けた日か
ら3ヶ月間のみ有効となります。

身体検査合格証明書



海技士（機関）における乗船履歴限定解除について

○下記出力・航行区域の船舶に機関長又は一等機関士として乗船するためには以下の期間
船舶職員として乗船履歴を有し履歴限定解除申請を行う必要があります。この度、以下のと
おり一部改正（赤字）されました。

（※1） 機関長又は一等機関士としての乗船履歴が１年以上ある場合は合計２年で履歴限定解除が可能です。

履歴限定解除に関する改正点

７５０ｋＷ以上３０００ｋＷ未満
（沿海・平水区域以外の船舶）

３０００ｋＷ以上
（平水区域以外の船舶）

機関長 ２年 ２年→３年 （※１） 詳細は下欄参照

一等機関士 １年 １年

（※1） 機関長又は一等機関士としての乗船履歴が１年以上ある場合は合計２年で履歴限定解除が可能です。

○改正後の履歴限定解除の取扱いは二通りの場合に分かれます。

必要な乗船履歴の詳細

平成26年4月1日以降に海技免許を取得する方又は進級取得する方
（※3）
（※3）進級取得時における「乗船履歴」について平成25年7月1日以降の乗船履歴

のみをもって進級取得する方

平成26年4月1日以降に海技免状を更新する方、引き換える方、進級取
得する方（※2） ただし、平成２８年１２月３１日までに行うこと。
（※2）進級取得時における「乗船履歴」について平成25年6月30日以前の乗船履

歴が1日以上ある方

２年
改正前と同じ

３年
（※１）


